
昭

和

六

十

一

年

十

二

月

十

九

日

受
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答

弁

第

二

三

号 
   

衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
国
鉄
改
革
関
連
法
成
立
後
の
財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
七
第
二
三
号 

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
九
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
国
鉄
改
革
関
連
法
成
立
後
の
財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会(
以
下｢

鉄
道
弘
済
会｣

と
い
う
。)

は
、
民
法(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第

三
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

国
鉄
改
革
実
施
後
の
鉄
道
弘
済
会
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
弘
済
会
に
お
い
て
、
そ
の
行
つ
て
い
る

事
業
と
各
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
関
係
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
現
在
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

右
答
弁
す
る
。 

鉄
道
弘
済
会
は
国
鉄
職
員
の
受
入
れ
を
既
に
開
始
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
鉄
職
員
の
受
入
れ
に
よ
り
鉄
道
弘

済
会
の
職
員
に
及
ぼ
す
影
響
は
特
に
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

鉄
道
弘
済
会
に
対
す
る
特
別
の
立
法
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。 

四 

 




